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三隈川の鮎漁解禁を祝う祭り。
夜に打ち上げられる花火は美し
さと共に音を体で感じることが
できる盆地日田ならではの素晴
らしさです。

水郷日田
水のきれいな地を水郷（スイゴウ）とい
います。中でも日田の水は特に美しかっ
たので濁さず「スイキョウ」と呼ばれる
ようになりました。
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疫病や風水害を祓い安
泰を祈念する勇壮な夏
の祭り。豆田町では四
基の山鉾が町を巡行し、
優雅な姿を披露します。
特に挽山（提灯山鉾）は
きれいです。
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平成12年　下町通り（御幸通り）は電線類の地下埋設工事完成。
平成13年　国土交通省の「美しい町並大賞」を受賞。
平成16年　『重要伝統的建造物郡保存地区に選定。』
平成21年　上町通りの無電柱化工事完成。
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豆田地区（約10.7ha）
は、歴史的町並みが評価

され、平成16年12月『重要伝統
的建造物群保存地区』（伝建地区）
として国の選定を受けました。これは、

「古い町並みを大事にしよう。」という国
の取り組みです。時代の流れの中で、一度
は静かになってしまった豆田町でしたが、
今、豆田の人達は古い歴史を持つ
町並みを大切に守りながら生
かしていこうと考えて
います。
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ふしぎ其の三

うだつって何？
隣家への延焼を防ぐための防火壁です。
町屋の二階の片側や両側に付

いている壁。これは防火のためのも
ので廣瀬資料館や嶋屋などの二階に
付いています。少し気をつけて見な
いと気が付きません。「うだつが上が
る｣という表現の語源です。

ふしぎ其の二

壁から出ている釘は何？
「折れ釘」といいます。
土蔵などを修理する時に使われるもので、
足場をかけたりして作業をしやすくする
ものです。

ふしぎ其の四

屋根にのっているとがった竹は何？

「しのび返し」といいます。
門や塀の上に置いて不審者の侵入を防ぐ
ためのものです。痛そうでしょう？

お くぎ
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つ
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、
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が
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に
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が
戻
っ
て
来
ま
し
た
。

ひた

ふしぎ其の一

軒下の竹かざりは何？
「パイパイ」といいます。
山鉾の両サイドに飾るもので、一説には
水しぶきを表していると言われています。
花飾りとともに魔除けと
して軒下などに飾られます。

一
挙
解
決

さ
い
ご
く
す
じ
ぐ
ん
だ
い

古絵図によれば天和2年（1682）には町割りがほぼ完了し、町内には1本の水路が、正
徳元年（1710）には3本の水路が城内川より引き込まれ、豆田町を東西に貫流してい
ます。3本の水路は豆田町の最小自治単位（上町は室町・平野町・八幡町、下町は1丁
目・2丁目・3丁目）を区分しており、生活用水や農業用水への利用と共に町割りの役
割を果たしていたと考えられています。
又、文政7年（1824）には、小ヶ瀬井路が城内川に導かれ、城内川を利用した通船が可
能となり、田町南側に河岸が設置され、豆田町に港湾機能が加わりました。港町の
名前はこれに由来しています。

年代

江戸時代

明治前期

明治後期

大正期

昭和前期

計

町家主屋

21

13

32

8

16

90

座敷

6

0

3

5

0

14

屋敷

6

1

2

2

0

11

土蔵

27

4

12

6

1

50

その他

0

0

0

1

3

4

合計

60

18

49

22

20

169
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日田が天領だった時代を偲ぶまつり。
豆田の町並みの中で再現される約
200名の郡代着任行列は見ものです。
千年あかりは２万本の竹灯籠の灯
りが幻想的な、おまつりです。
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日田天領まつり　毎年11月の第２土・日に開催
千年あかり　毎年11月の第２金・土・日に開催
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